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1 は じ め に

秋田県では,露地型年 2作体系の一環として,春播きソ

ラマメの後作に秋どリプロッコリーが導入されているが ,

後作の耕起・畝立て作業が梅雨期に当たるため,適期定植

ができず,プロッコリーの作柄が不安定となっている。

そこで肥効調節型肥料を用い,春播きソラマメの作畝時

に 2作分の施肥を行うことで後作野菜の栽培安定を図る施

肥法を検討した。

表 1 試験区構成 (1995年 )

2試 験 方 法

0)試験区
2作分として供試した肥料は,LP苦土安 2号 (40日 タ

イプ)と LPS100の組み合わせとした。このうち LPS100

について,全層施肥 (畝幅全面播き)と条施肥 (畝中央部

に20cII幅播き)の 2方法で施肥した。LP苦土安 2号はい

ずれの区とも全層施肥とした。前作ソラマメと後作プロッ

コリーについて,比較のため慣行施肥区を設けた (表 1)。

施 用 成 分 量 (聴/a)
試  験  区       供 試 肥 料 名      施肥方法 N― P206-K20
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野菜用大粒

全層施肥

全層施肥

12-16-14
13-13-09

0)栽培概要
耕起・施肥・畝立て :1995年 4月 11日

播種期 :3月 5日 (ツ ラマメ)7月 10日 (プロッコリー)

定植期 :4月 13日 (ツ ラマメ)8月 8日 (プロッコリー)

栽植密度 :畝幅120cm,株間30c■ (277株/a)～試験区

畝幅150co,株間40c12条植え 0334/a)
～慣行プロッコリー

マルチ資材 :ミ ラネスク・ ひえひえ 御温上昇抑制型)

栽培全期間被覆

作付前土壌 :pH6 6(H20),Ё C0 05mS/側

(31 窒素溶出経過並びに養分吸収量の測定

1)供試した肥効調節型肥料の溶出測定のため,現物

58を網袋に入れマルチ下10cIに埋め込んだ。定植日をス

タートとし,経時的 (30日 ,60日 ,90日 ,120日 ,150日 目)

に抜き取りを行った。

2)窒素吸収量を測定するため,ソ ラマメは収穫開始

期,プロッコリーは収穫期に至った株を地際から切除し,

それぞれ 1株を供試した。

3 試験結果及び考察

(1)供試した肥効調節型肥料の窒素累積溶出率は,LP
40(LP苦土安 2号中に配合)で ソラマメの収穫始めに当

たる施肥後70日 目で60%,収穫終了期で80%で あつた。

LPS100では,施月巴後60日 目から溶出が始まり,プ ロッコ

リーの定植期に当たる施肥後120日 目では約60%であつた。
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図 1 供試肥効調節型肥料の窒素溶出曲線 (1994年 )

2)ソ ラマメ・プロッコリーの株当たり養分吸収量を施

肥法別に見ると,それぞれ LPSllXlの 条施肥が勝つた。

また,後作プロッコリーでは,カ リを補給しなくともカ

リ吸収が十分に行われていることが認められた。
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図2 施肥方法別株当たり養分吸収量 (1995年 )

13)前作のソラマメで,最 も安定した品質・収量が得ら

れたのは,LPSl∞の条施肥であった。
14)後作プロッコリーでは,LPSllXlの条施肥が花薔重

表2 プロッコリーの施肥方法別収穫量

試 験 区 施肥方法

1994 LPS100    条 施 肥   197    0

図 3 ソラマメの施肥方法収穫量 (1995年 )

が最も勝り,出荷規格での2Lサ イズも多かった。また収

穫期も慣行より4日程度早まった。

4 ま と め

(D ソラマメープロッコリーの年 2作どり体系における
作畝時 1回施肥法は,肥効調節型肥料の LP苦土安 2号
(40日 タイプ)と LPS100の組み合わせが適し,約 150日 間
の肥効が確認された。

2)施肥方法としては,20cm幅の条施肥が良く,後作ブ
ロッコリーでは,カ リ補給しなくとも十分吸収力桁 われた。

(3)本施肥法の実施により,後作の耕起～畝立て作業が

省略され,後作物がスムーズに導入でき,作柄も安定する

ことが認められた。

1993 螢 聟墜……. 
全層施肥  369   20   80   0   0   o  102     85

'。。。 慣行化成肥料   ″    370   40   55   5   0   0  122   (100) 10/13
LPS100   全層施肥  180   0   5   70   16   9  50     96  10/17

7     81      6      6     51 98  10/17
慣行化成肥料 全層施肥  169   0   0   68   23   9  52   (1∞ ) 10//19
LPSllXl    全層施肥   271     0    67    33    0    0   75       99  10/13

1995 LPS100   条 施 肥  293   0  75  25 0       0     81 107  10/9
(100)  10ノ /13慣行化成肥料 全層施肥  228   0   27   73   0   0  76
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